
一
可

vma尊
重
荷
外
-
者
也
0
』
と
い
ひ
、
第
ご
個
以

『
下
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
弐
に
珠
洲
郡
E
院
西
光
寺

の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
終
幅
に
は
『
大
谷
本
願
寺
親

鱒
聖
人
縁
起
。
樟
蕗
知
在
判
。
文
明
三
年
辛
卯
穴
用

品u
五
日
。
加
州
加
卜
郡
蒼
ハ
倉
〉
用
庄
木
越
光
徳
寺
常

住
物
也
。
願
宇
一
稼
乗
客
。
』
と
し
、
叉
そ
の
後
に
『
右

四
紬
依
昌
国
間
韓
-
自
民
爾
寺
下
能
州
鈴
郡
E
院
村
西
光
寺

穂
鹿
間
奉
=
安
置
-
者
也
。
寛
永
三
暦
丙
寅
四
眉
サ
八

日
加
筆
之
。
穣
宣
如
在
判
。
』
と
担
さ
れ
、
更
に
之

よ
り
新
し
き
も
の
に
、
金
・
樺
事
光
寺
の
給
俸
が
あ
っ

て
、
『
大
谷
本
願
寺
親
鷲
聖
人
縁
起
。
加
州
石
河
郡
大

野
庄
吉
藤
事
光
寺
常
住
物
也
。
文
明
三
歳
辛
卯
丸
周

囲
目
標
蓮
如
在
判
。
』
の
裏
書
を
有
す
る
。

シ
ン
リ
ュ
ウ
イ
ン
民
館
院
加
賀
務
主
第
十
二

代
前
田
野
鹿
の
夫
人
隠
司
民
の
法
説
。
祥
し
く
は
虞

龍
院
瑞
岡
慈
光
大
調
定
尼
。

シ
ン
日
ユ
ウ
イ
ン
ク
ン
ξ
チ
ノ
キ
員
龍
院
君
漣

記

一

mm。
前
回
mH壌
の
母
鍵
穏
院
が
、
天
保
九
年

三
月
サ
三
日
湯
治
の
震
金
揮
に
下
ら
ん
こ
と
を
幕
府

に
諦
ひ
、
闘
用
朔
日
許
さ
れ
て
、
入
居
四
日
出
典
し
、

下
街
道
を
額
、
サ
二
日
金
谷
御
殿
に
入
る
ま
で
の
自

筆
の
道
の
記
で
あ
る
。

シ
ン
ロ
ユ
ウ
ジ
民
隆
寺
石
川
郡
針
道
に
在
っ

て
、
興
宗
東
涯
に
回
す
る
。

シ
ン
日
ユ
・
ワ
ジ
毘
能
寺
鳳
軍
部
民
良
に
在
っ

て
、
由
民
宗
西
涯
に
属
す
る
。

シ
ン
リ
ヨ
ウ
津
梁
金
禄
野
田
寺
町
松
月
寺
の

住
持
で
あ
る
。
室
鳩
巣
と
方
外
の
交
を
な
し
、
贈
酬

の
詩
が
多
か
っ
た
。

シ
ン
日
ン
ジ
神
林
寺
鳳
至
郡
輪
島
に
在
っ
て
、

臨
掛
宗
に
毘
し
た
が
、
今
は
無
い
。

シ
ン
レ
ン
イ
ン
心
理
院
紀
伊
侯
徳
川
重
倫
の

女
。
前
岡
野
敬
と
婚
約
し
た
備
嫡
の
法
名
。

シ
ン
l

ス
イ

シ
ン
レ
ン
ジ
ヤ
心
趨
桂
三
〉
拍
車

l
金
持
商

道
新
町
に
在
っ
て
、
金
池
山
と
捜
し
、
海
土
宗
に
属

す
る
。
慶
長
十
七
年
京
都
清
浮
華
院
の
露
月
休
器
之

を
塩
屋
町
に
創
建
し
、
寛
永
十
四
年
命
ぜ
ら
れ
て
今

の
寺
地
を
賜
は
っ
た

0
4キ
ユ
ウ
ヨ
休
様
。

。
一
〉
閥
鍵

l
蛍
寺
に
阿
蘭
陀
三
館
来
迎
闘
が
あ
る
。

絹
本
箸
色
で
、
古
来
限
明
如
来
と
稽
し
て
腐
り
、
闘

様
は
藤
原
・
鎌
倉
爾
期
を
遁
じ
て
多
〈
作
ら
れ
た
三

範
式
で
あ
る
。
併
し
普
泡
に
は
中
館
阿
捕
陀
が
謹
鑓

上
に
来
迎
の
印
相
を
示
し
、
観
普
は
金
色
の
建
築
を

事
持
し
て
右
に
居
り
、
勢
奈
は
合
掌
し
て
左
に
侍
す

る
様
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
来
迎
闘
の
知
〈
、

中
倉
阿
蔚
陀
の
座
像
で
あ
る
の
は
古
い
形
式
で
あ

る
。
三
隼
の
妥
勢
は
執
れ
も
頗
る
俊
英
で
、
顔
面
は

祖
麗
を
極
め
、
四
肢
の
位
置
宜
し
き
ゃ
・
得
、
腕
・
肱
・

指
端
に
至
る
ま
で
の
腕
曲
の
妙
を
織
〈
し
た
描
線
、

天
衣
綬
帯
の
巧
み
な
取
扱
ひ
方
、
及
び
各
所
に
施
さ

れ
た
袋
飾
文
様
、
銀
色
の
雲
に
至
る
ま
で
、
悉
〈
藤

原
時
代
の
特
色
を
窺
ふ
こ
之
が
出
来
る
。
大
正
十
四

年
四
周
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
。

シ
ン
レ
ン
ジ
ヤ
マ
へ
心
葱
社
前
金
部
の
萄
町

名
。
元
機
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
に
心
建
枇
前
と

あ
る
。
し
か
し
天
和
元
年
の
心
謹
祉
錆
銘
に
は
山
上

寺
町
と
し
、
正
徳
・
事
保
頃
の
三
箇
屋
版
六
周
集
に

は
、
心
蕗
祉
・
居
心
寺
・
光
提
寺
等
を
皆
山
上
町
に
回

せ
し
め
て
ゐ
る
。
明
治
四
年
四
周
戸
籍
編
成
の
時
か

ら
高
道
新
町
に
鹿
せ
し
め
た
。

ス

ス
ア
マ

須
天
能
美
郡
製
棒
郷
に
臨
す
る
部
務
。

道
中
名
所
記
に
、
『
須
夫
。
此
村
の
は
づ
れ
よ
吻
望
む

所
、
白
山
の

E
而
な
り
と
い
ふ
。
此
山
の
左
に
あ
る

は
三
方
ヶ
訟
な
り
。
右
に
見
ゆ
る
は
大
日
山
な
り
。
』

と
記
す
る
。

ス
ア
マ
タ
マ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
須
天
熊
野
締
結

J

ス
ハ
マ
タ
マ
ノ
ジ

y
ジ
ヤ
須
讃
熊
野
跡
枇
。

ズ
イ
イ
ザ
ツ
ロ
タ
随
意
雑
録
一
珊
。
加
賀
務

の
こ
と
、
終
軍
・
大
名
・
諸
士
そ
の
他
の
こ
と
、
九
ぺ

て
百
一
僚
を
担
す
。
加
賀
務
士
の
著
で
あ
ら
号
。

ズ
イ
ウ
ン
ア
ン
瑞
雲
庵
隆
涼
幹
目
録
寛
正
三

年
十
ご
月
十
九
日
の
傑
に
、
『
大
上
様
御
領
加
賀
閥
卒

滞
瑞
雲
庵
讃
賊
之
事
伺
之
、
命
飯
尾
左
衛
門
大
夫
可

致
札
明
之
由
被
伺
出
也
。
麓
富
樫
次
郎
被
管
之
事

也
。
』
と
あ
る
。
平
・
搾
は
今
石
川
郡
富
樫
庄
に
大
卒

部
・
小
平
線
が
あ
る
が
、
か
号
し
た
寺
は
存
せ
ぬ
。

ズ
イ
ウ
ン
イ
ン
端
雲
院
加
賀
務
担
前
田
利
家

の
女
粛
嫡
の
法
説
。
詳
し
〈
は
瑞
雲
院
梅
顔
貞
芳
大

妨
。
ス
イ
ウ
ン
ジ
思
雲
寺
天
台
宗
に
臨
し
、
患
松

山
と
脱
す
る
。
も
と
金
持
野
凶
寺
町
に
在
っ
て
‘
天

E
十
五
年
空
俸
の
開
基
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年
珠

洲
郡
三
崎
高
勝
寺
の
治
祉
に
縛
じ
た
。
笛
寺
に
は
高

勝
寺
に
麗
し
て
ゐ
た
木
造
捕
物
帯
醗
座
像
一
編
体
高

一
米
四
六
個
を
厳
し
、
平
安
朝
の
作
と
認
め
ら
れ
る

が
、
大
破
し
て
跨
る
。

ズ
イ
ウ
ン
ジ
鵠
雲
寺
金
揮
下
百
々
女
氷
町
に

在
っ
て
飽
峰
山
と
践
し
、
留
洞
宗
に
臨
す
る
。
寛
E

六
年
州
山
之
を
越
前
府
中
に
創
め
、
実
正
十
八
年
三

代
関
室
の
金
持
に
来
た
降
、
寺
西
宗
奥
縞
う
て
寺
地

を
得
、
木
，
新
保
に
建
立
し
、
前
田
利
常
の
時
命
に

よ
力
大
莱
寺
坂
の
上
に
移
っ
た
。
然
る
に
明
治
十
九

年
そ
の
地
陸
軍
の
用
地
と
な
っ
た
か
ら
、
更
に
貧
困

寺
境
内
の
今
の
地
に
鱒
じ
た
。
塔
顕
長
谷
院
は
境
内

に
在
っ
て
、
元
利
七
年
関
室
の
建
主
で
あ
っ
た
が
‘

今
は
濁
立
の
寺
院
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ズ
イ
ウ
ン
ジ
鶴
雲
寺
鳳
至
郡
門
前
な
る
総
持

寺
の
山
内
に
在
っ
て
、
野
洞
宗
に
廊
す
る
。
長
線
元

年
威
翁
の
開
基
。

ズ
イ
オ
ウ
ジ
諭
廊
寺
臨
涼
軒
目
録
永
事
十
一
一

年
六
用
十
五
日
の
僚
に
、
『
賀
州
瑞
臨
寺
発
器
首
座
云

々
、
高
麗
被
謹
之
註
文
懸
御
目
。
』
問
書
寛
E
四
年
入

居
五
日
の
僚
に
、
『
加
賀
閥
瑞
臨
寺
発
紹
首
座
云
々
、

公
文
御
利
被
協
也
0
』
な
ど
見
え
る
。
瑞
臨
寺
は
今
存

せ
ぬ
。ス
イ
カ
マ
ツ
リ
西
瓜
祭
能
美
郡
小
松
の
蒐
梼

紳
枇
に
於
け
る
八
用
品
"
四
日
・
か
ら
サ
六
日
に
歪
る
祭

穂
。
欝
指
者
多
〈
西
瓜
を
胸
ふ
が
故
に
名
づ
け
る
。

ズ
イ
ガ
ン
イ
ン
端
鵠
院
大
事
寺
務
宇
一
第
二
代

前
回
利
明
の
女
で
、
松
平
紀
伊
守
信
庸
夫
人
に
な
っ

た
菊
戴
の
法
焼
。
詳
し
〈
は
瑞
鑑
院
国
審
請
用
涼
煎

大
妨
。ズ
イ
ガ
ン
ヂ
ン
チ
ョ
ウ
瑞
蟻
源
調
金
持
曹
洞

宗
質
問
寺
三
十
五
代
の
住
持
。
閥
努
番
外
の
後
を
受

け
て
伊
強
松
山
龍
穏
寺
よ
り
滋
山
し
、
退
院
の
後
明

治
十
一
年
十
一
周
λ
日
近
江
醤
永
寺
に
寂
し
た
。

ズ
イ
ガ
ン
シ
ョ
ウ

9
ン
瑞
蟻
詔
嶋
崎
曹
洞
宗
の

備
。
能
鷲
の
人
。
祭
山
紹
班
・
蟻
山
紹
碩
・
明
時
索
、
留

に
師
事
し
、
迭
に
無
涯
智
洪
に
参
し
て
閲
悟
し
、
越

前
の
静
岡
寺
に
赴
き
、
無
端
組
環
の
侍
司
と
な
っ

た
。
後
静
閣
寺
を
司
り
、
能
震
の
畠
山
滞
家
が
宗
悶

寺
を
創
め
た
時
、
招
か
れ
て
そ
の
閉
山
と
な
り
、
次

い
で
永
光
寺
に
住
し
、
臨
永
中
総
持
寺
に
主
と
な
っ

た
。
門
下
に
青
山
性
秀
・
雲
滞
留
奥
・
日
東
詔
春
・
玉

麟
留
夫
等
を
出
し
た
。

ズ
イ
キ
ヨ
ウ
ロ
タ
随
隠
録
一
冊
。
池
町
玄
説

箸
。
交
政
十
年
間
六
月
前
回
殉
壌
の
女
厚
摘
が
、
保

四
四
三


